




































































（４）連結行政コスト計算書の前年度比較 

 ①経常行政コスト 

       ・人にかかるコストは、退職手当引当金繰入金の増加により、８億円増加して64億円とな

りました。 

 ・物にかかるコストは、普通会計と同様に、物件費が増額となりましたが、維持補修費が

減少したため、全体では、ほぼ前年度並みになりました。 

 ・移転支出的なコストは、主に社会保障費の増加により、全体では３億円増加して168億円

となりました。 

 

 ②経常収益 

       ・使用料・手数料、分担金・負担金・寄附金は普通会計と同様にアメニティプラザ体育館

使用料が無くなったこと、浜松市からのごみ処理委託が終了したことにより、併せて２

億円の減少となりました。保険料、事業収益は、ほぼ前年度並みとなりました。 

 

 ③純経常行政コスト 

   ・経常行政コストが16億円増加し、経常収益が１億円減少したことから、純経常行政コス

トは17億円の増加となりました。 

   

    

連結行政コスト計算書の前年度比較 

      
    

（単位：千円） 

項  目 平成22年度 平成23年度 H23-H22 増減率 

経
常
行
政
コ
ス
ト 

１ 人にかかるコスト 5,523,506 6,356,451 832,945 15.1 

２ 物にかかコスト 10,976,719 11,031,621 54,902 0.5 

３ 移転支出的なコスト 16,487,243 16,781,089 293,846 1.8 

４ その他のコスト 1,100,251 1,523,683 423,432 38.5 

  合  計 Ａ 34,087,719 35,692,844 1,605,125 4.7 

経
常
収
益 

１ 使用料・手数料 641,010 553,860 △ 87,150 △ 13.6 

２ 分担金・負担金・寄附金 5,415,709 5,302,523 △ 113,186 △ 2.1 

３ 保険料 2,446,639 2,480,738 34,099 1.4 

４ 事業収益 3,852,482 3,878,836 26,354 0.7 

５ その他特定行政サービス収入 75,178 101,355 26,177 34.8 

６ 他会計補助金等 0 0 0 - 

  合  計 Ｂ 12,431,018 12,317,312 △ 113,706 △ 0.9 

  （差引）純経常行政コスト Ａ－Ｂ 21,656,701 23,375,532 1,718,831 7.9 
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